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 序
2015年 1 月にベルリンの Erich Schmdit Verlag より Schweitzer/Baumeister:
Allgemeine Betriebswirtschaftslehre－Theorie und Politik des Wirtschaftens in
Unternehmen, 11., neu bearbeitete Auflage が出版された。この一般経
営経済学の初版は、1983年にベア (Bea, F. X.)、ディヒテル (Dichtl, E.)、シュ






経営経済学』第 1 巻基本問題（1998年)、第 2 巻管理（1999年)、第 3 巻給付
経済（2000年）である（ベア他［1998]､ 日本語版への序言)。

























変更されており、全体が 5 章にまとめられている。第11版第 1 章「実在科学
としての経営経済学」と第 2 章「経済活動の経済的構造と法的構造」は、第
10版第 1 巻「基本問題」の内容に該当する。また第11版第 3 章「管理の基礎












system) のことである (Schweitzer /Baumeister [2015], S 34)。
第 1 章 実在科学としての経営経済学
モジュール 1 ：経営経済学の基礎－合理性の側面と道徳性の側面を考慮し
て－
モジュール 2 ：経営経済学の歴史と思想家 (Denker)




モジュール 5 ：私企業のドイツと EU における法的構造
モジュール 6 ：経済活動のグローバル構造













第 5 章 企業会計の基礎
モジュール18：国内会計基準の基礎


















meister [2015], S. 3, 27)。
さらに第 1 章モジュール 2 においては、経営経済学の歴史が、紀元前3000
年～1600年、1600年～1900年、1900年～現代までの 3 期に分けて検討されて
いる。第 3 期の代表的な学説としてはシュマーレンバッハ (Schmalenbach,
E.)、ニックリッシュ (Nicklisch, H.)、リーガー (Rieger, W.)、グーテンベ
ルク (Gutenberg, E.)、ケーファー (	K.)、コジオール (Kosiol, E.)､
ウルリッヒ (Ulrich, H.)、ロイトルスベルガー (Loitlsberger, E.) が取り上げ






レート・ガバナンスを企業の管理 (Leitung) と監督 () のため
海道 ノブチカ24
の法的な秩序枠組みと実際の秩序枠組みと規定している(Schweitzer /Bau-
meister [2015], S. 96)。このような概念規定に基づいてコーポレート・ガバ
ナンスの意義が明らかにされ、具体的にドイツの二元制システムにおけるコー
ポレート・ガバナンスが株主総会、取締役会、監査役会について分析されて




いる点も第11版の特徴である (Schweitzer /Baumeister [2015], S. 143 ff.)。
さらにモジュール 5 においてはドイツと EU の私法に基づく企業の法形態
が体系的に解明されている。ドイツでは企業形態の選択が、企業の重要な意
思決定を意味しており、そのため各法形態のメリット、デメリットが詳細に
検討されている。また EU 統合の深化に伴って EU 法に基づく EU レベルで
の会社形態も発展しており、このような形態としてヨーロッパ有限会社
(Europa-GmbH) やヨーロッパ会社 (Societas Europaea, SE) やヨーロッパ協
同組合 (Societas Cooperativa Europaea, SCE) が取り上げられている (Sch-






meister [2015], S. 243)。



















なる (Schweitzer /Baumeister [2015], S 329 ff.)。モジュール 9 においては組
織の理論的基礎と実際の組織形成の問題が解明されている。そのさい組織の
機能として調整機能と方向付けの機能とモティべーション機能が重視されて
いる (Schweitzer /Baumeister [2015], S 377 ff.)。またモジュール10において
は人事計画と人事管理の問題が議論され、モジュール11においては情報マ
ネジメントの基礎概念と情報システム (IS) およびそれを支える情報コミュ
























この投資によって出資者 (Kapitalgeber) と従業員 (Arbeitnehmer) の所得獲








用具が明らかにされる (Schweitzer /Baumeister [2015], S. 769)。そのなかで
はかんばん方式 (Kanban-Logostik) やジャスト・イン・タイム ( Just-in-




























第 1 章のモジュール 1 は、マルセル・シュヴァイツァー (Marcell Sch-








にみられる。著者は、コジオール (Kosiol, E.) やシュミット (Schmidt, R. -
B.) と同様に経営経済学と国民経済学を単数の科学である経済科学 (Wirt-
schaftswissenschaft) の部分領域であると見なしている (Kosiol [1973], S. 63






(Schweitzer /Baumeister [2015], S. 4)。
では経営経済学は、どのような性格の科学であるのか。本書では経営経済
学は、まず実在科学 (Realwissenschaft) として位置づけられている。伝統的
な経験対象､ 認識対象説に基づいて人間の文化領域 (Kulturbereich) が、経
営経済学の経験領域 (Erfahrungsbereich) として位置づけられている。この
点は、マルセル・シュヴァイツァーの師であるコジオールの概念規定と同様























行う経営が家政である (Kosiol [1968], S. 24 ff.)。この経営は、経済的目標だ
けではなく、技術的目標や社会的目標やエコロジー的目標、さらに倫理的目



































ことができる (Chmielewicz [1994] S. 22, 鈴木・坂野訳［1984］23ページ)。
ではどのような選択原理により経験領域から問題領域が抽出されているので
あろうか。著者は、選択原理として利潤極大化、生産要素の結合、財の希少
性、希少な財についての意思決定という 4 つの基準を検討している (Sch-
weitzer [1994] 50 f.)。著者自身は、希少な財についての意思決定を選択原
理として規定し、理論を展開している。そして希少な財についての意思決定
という問題領域を経済活動と呼んでいる。




































ト・ガバナンスについての文献も含まれる (v. Werder [2004], S. 160 ff.)。
またこの見解には、企業倫理についての記述的なコンセプトや規範的なコン
セプトや分析的なコンセプト等さまざまなアプローチが見られる。
ここでは道徳 (Moral) と道徳性 (	) と倫理(Ethik)は、明確に区別
されている (Schweitzer /Baumeister [2015], S. 29)。道徳とは、歴史的に生




















(Chmielewicz, K.) の研究構想に基づいて企業倫理の言明は、 4 つのレベル
に区分して議論されている(Chmielewicz[1994], S. 8 ff., 鈴木・坂野訳［1984］
6 ページ以下)。すなわち企業倫理の言明が、それぞれの科学目標にしたがっ
て記述的モジュールと理論的モジュールと実践的モジュールと規範的モジュー





























meister [2015], S. 42)。倫理的規範を分析することにより実施指令を道徳的
に判断するさいの検証可能な基準を得ることができる。そのさい現代的な倫
理的規範として例えば大企業のコーポレート・ガバナンスに関する声明やコ
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